
町ぐるみ「和木学園」報告書 

わきのきわウォーク 

～和木の春山を歩こう～ 

 

 

 

   

 

１ 和木学園の概要                                      

  町全体を学園と捉えて、その学園で行われる生涯学習を推進する取組である。新たな取組として、

生涯学習を推進するイベントやニーズに応じた講座づくりを展開するとともに、これまで取り組んで

いる活動も和木学園の取組として捉えることができる。 

 

 

２ わきのきわウォーク～和木の春山を歩こう～実施経緯                         

  わきのきわウォークの第２弾として、前回の工場内のきわから山方面のきわを歩くということで実

施に至った。また、開催時期を歩きやすい春に設定して、和木の春山を歩くことを副題とした。春の

花である“やまもも”の果汁を使った「わき愛す」も賞味することも含め“春”を満喫する講座であ

る。 

 

 

３ 日時・場所                     

日時：平成 30年 3月 25日（日）9：00～13：00 

場所：和木町役場～関ヶ浜～大谷～蜂ヶ峯 

 

 

４ ナビゲーター                    

與三本 高志 氏 

  和木町役場職員 

  町ぐるみ「和木学園」事務局 

 

 

５ 参加者                       

学園生  一般 10名 

事務局  松井敏浩 秋﨑武司 名越章博 與三本高志 光貞賢志 

 

 

６ 日程                        

9：20  開会   諸連絡・体操等 

9：30  出発 

10：07   関ヶ浜分館休憩 

 11：08  クリーンセンター内説明 

 11：35  桜ヶ峠（岩国市とのきわ） 

 11：57  大谷集会所休憩 

 12：45  蜂ヶ峯到着（はっちの家） 

12：50  アイスクリームを食す 

 13：00  アンケート記入、閉会 



７ 講座の様子                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝、受付後、諸連絡と準備体操を済ませたのちに、出発。天気は、晴天で涼しい爽やかな朝であり、

約９キロの道のりを歩くには絶好のウォーキング日和。ただ、花粉が心配・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歩き始めると、参加者の皆さんへ町民の皆さん  まずは、広島県との県境“きわ”沿いを歩く。 

（車から）声を掛けられにこやかな雰囲気。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 途中、和木町の史跡等（写真は、和木町指定無形民俗文化財「役神社の厄払祭礼行事）についての説

明を交えながら歩を進める。出発から約３０分で総合ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ関ヶ浜分館に到着し休憩。さて、ここ

からが本番。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本講座の案内には、“起伏のあるコースに魅力を感じる方大歓迎”と表記しており少々きつい上り下

りが続く。コースには春を感じさせる発見が多数あり、きつい思いを忘れさせてくれる場面も。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

       梅が満開！笑顔も満開☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大谷地区の梅。梅の香りと共に、うぐいすの鳴き声が聞こえる。        

                            

岩国市との“きわ”の桜ヶ峠。 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで“きわ”を行き来する。 

これぞ“わきのきわウォーク” 

 

 大谷地区から蜂ヶ峯へ。このウォークもあと少し。しかし、その先には心臓破りの坂が！！ 

 足も限界に近づいており、心が折れそうになりながらもゴールを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はっちの家でアイスクリームを食す！ 

 そして・・・蜂ヶ峯に到着☆       美味しい！！と自然と笑顔が溢れる。 

 

   春を感じながら、和木町の魅力を再発見できた「わきのきわウォーク」となった。 

 



８ 参加者感想結果                                               

 

問１ この講座の満足度を教えてください。 

・とても満足 9人 ・満足 1人 ・普通 0人 ・あまり満足しない 0人  ・不満 0人 

問２ 今回のコースを歩いてみて、運動強度はどうでしたか。 

・まったく物足りない 0人 ・やや物足りない 0人 ・丁度良い 9人 ・ややきつかった 1人 

・かなりきつかった 0人 

問３ この講座の良かったところ・改善すべきところなどを教えてください。 

【良かったところ】 

・和木に住んでいても知らなかった道を知ることができた。アテンドも良かった。 

・和木の知らない所を歩けた。自然を楽しみながら楽しくウォーキングできた。ミニ知識を聞けた。 

・和木町を知ることができた。 

・色々な発見があり楽しめました。 

・和木町の知らない所を発見！ 

・和木に生まれ、和木で育って結婚しても知らない事、知らない道、知らない場所があり、とても勉

強になり、とても楽しかったです。 

・史跡を見ながら山を歩くことは楽しかったです。史跡巡りをこれからもやってもらいたいと思いま

す。 

 ・日頃、和木の町を歩くことが無いので、新しい発見があり、又、昔遊んだところ等を見ることが出

来、大変良かったと思います。 

 ・道中、建物・跡地など、そこにまつわるお話が聞けたこと。 

 ・自然の中を歩くことで、前向きな気持ちになれた。急な坂道を歩くことで、参加者の中に一体感が

生まれたのでは。傾斜地の畑跡など、昔の営みにふれられ、興味深かった。 

【改善すべきところ】 

 ・史跡の説明をもう少し詳しくしてほしい。 

 ・最後の急な坂の後に休憩ポイントがあるとうれしかった。 

【その他感想】 

 ・とても楽しかったです。企画して下さった方、ありがとうございました。 

 ・楽しかった。 

 ・和木町も広いですね。アイスごちそうさまです。 

 ・気候がちょうどよく、花も咲きはじめてきれいな景色を見ながら歩けて楽しかった。 

問４ この講座をどのように知りました。 

・広報わき 4人 ・案内チラシ 1人 ・人づてに聞いた 4人 ・その他 0人 ・未記入 1人 

 

９ 今後について（事務局所感）                                         

  和木町を普段とは違う視点で見てもらい、新しい発見を平成 29 年 2 月に実施した“わきのきわウ

ォーク”の第２弾として実施したが、今回は、関ケ浜地区・瀬田地区にある“わきのきわ”を歩いた。

山の中がメインのコースであったため、前回に比べてかなり運動強度が高かったが、天候にも恵まれ、

各所で春を感じることができ、大変好評であった。今後も和木町をより知ってもらい、かつ健康増進

を目指し、第３弾・４弾…のウォーキングイベントを企画したい。 

 


